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第20回 富士さんへ謹賀新年 

～富士山あて年賀状～ 入賞・入選作品決定！ 
－美しい富士山を守り、未来へ引き継いで行くために－ 

 
山ごはんのすすめVol.7 
－バテない山メシ編－ 



審 査 員 

 富士山ボランティアセンターでは、富士山の環境保全に向けた意識を高め、美しい富士山を将来にわたり守り

引き継ぐことを決意した「富士山憲章」の普及定着を図るため、富士山にあてた年賀状を募集しました。20回目を

迎え34都道府県から1336点の応募があり、厳正な審査の結果、最優秀賞3点、富士山世界遺産登録10周年記念

特別賞1点、優秀賞5点、審査員長賞1点、審査員特別賞4点、企画力賞2点、表現力賞2点、メッセージ賞2点を含

めた入選200点を決定いたしました。たくさんのご応募、誠にありがとうございました。 

審査員長  櫻井   孝美  氏（安井賞受賞画家） 

審  査  員 松島   仁    氏（静岡県富士山世界遺産センター 教授） 

         五十嵐 哲也  氏（山梨県産業技術センター富士技術支援センター 主幹研究員) 

        秋本   梨恵  氏（山梨県産業技術センター富士技術支援センター 主任研究員） 

        小林   紀子  氏（山梨県立美術館 主幹） 

        土屋   隆    氏（山梨県立富士山世界遺産センター 副所長） 

梶原 伊織（山梨県） 井手 日菜乃（岡山県） 中村 順平（東京都） 

最 優 秀 賞 

審 査 員 総 評 

１ 

◆派手な自己主張する力強い作品は少ないが、静かな、内に秘めたメッセージを思わせる作品が多く選ばれた。 

◆緩和されつつあるコロナ禍で、それを象徴するように色彩鮮やかで未来志向のメッセージに溢れる優秀な作品が 

  多くみられた。 

◆日本のシンボルであり、時に守り神や友人、自然、日常の象徴などと置き換えられた富士山を見ることのできる 

  作品に溢れていた。 

◆時々の感情の違いによる富士山の魅力を発信している素晴らしい作品ばかりで、1枚1枚の熱量を大きく感じた。 

◆細かい描写やメッセージも個性があり、おもしろい。 

◆富士山への憧れや敬愛、親近感の強さが、デザイン・メッセージなどに表れていた。どれほどの時間を費やした 

  のかと思うほど丁寧に、細かく描き込まれた作品がたくさんあり、選考が難しかった。 
 

◆富士山のもとで暮らす生き物たちを 

  愛らしく、色彩豊かに表現。 

◆貼り絵の技法面など工夫がされ、楽 

  しく美しい表現が、メッセージとともに 

心温まる作品。 

◆グリーンとブルーのグラデーションが 

  卓越した色彩感覚で生き生きしている。  

◆まろやかなタッチで丁寧に彩色され 

  ており、絵本の挿絵のような雰囲気。  

◆額縁のような窓枠から日常への 

  復帰を富士山に語る姿が、遠景 

  の富士山との距離を近くに感じさ 

  せる。  

◆すっきりとした色づかいが幸せ感 

  に溢れている。 

富士山ボランティアセンターのホームページでは、入賞作品と審査員講評をご覧いただけます。 



優秀賞 

審査員長賞 

企画力賞 

審査員特別賞 

表現力賞 メッセージ賞 

清水 梨子（愛知県） 

清水 芽衣（山梨県） 三浦 穂乃佳（山梨県） 

山口 秀子（愛知県） 

川村 双葉（千葉県） 

佐藤 心空（山梨県） 

太田 優希（山梨県） 

ほりうち えあ（山梨県） 

内田 輝人（大阪府） 

改発 利佳（神奈川県） 野々山 愛音（愛知県） 

石ざわ ひびき（山梨県） 

渡邉 悠真（山梨県） 

呉田 裕子（東京都） 

山内 ひかり（山梨県） 塩澤 佑海（山梨県） 

２ 

富士山世界遺産登録 

10周年記念特別賞 

◆赤富士と光の太陽、干支のウサギが 

  喜び、集い祝福している様子が可愛 

  らしく微笑ましい。  

須納瀬 はづき（福岡県） 

◆富士をグレー、太陽をオレンジで表現し、 

  ブルーのグラデーションの中に、自分への 

  励ましのメッセージが込められ、静かな中 

  に内に秘めた力強さ、優しさを感じる。 
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富
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山
ボ
ラ
ン
テ
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ア
セ
ン
タ
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富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
運
営

し
て
い
る
富
士
山
憲
章
山
梨
県
推
進
会
議

は
、
山
梨
県
と
富
士
北
麓
地
域
の
７
市
町
村

(

富
士
吉
田
市
、
西
桂
町
、
忍
野
村
、
山
中
湖

村
、
富
士
河
口
湖
町
、
鳴
沢
村
、
身
延
町)
、
２

つ
の
恩
賜
林
組
合(

富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩

賜
県
有
財
産
保
護
組
合
、
鳴
沢
・富
士
河
口

湖
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合)

で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
平
成
１０
年
に
山
梨
・
静
岡
両
県
で

制
定
し
た
「富
士
山
憲
章
」の
普
及
啓
発
や
、

富
士
山
の
環
境
保
全
と
適
正
利
用
を
推
進
す

る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

富
士
山
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
な
ど
専
門

ガ
イ
ド
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
の
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
に
あ
わ
せ
、
「富
士
山
に
ゴ
ミ
を
持
ち
込
ま

な
い
・捨
て
な
い
・気
づ
い
た
ゴ
ミ
は
拾
う
」の
主

旨
の
も
と
清
掃
活
動
を
行
う
、
第
２
回
富
士

山
エ
コ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
令
和
４
年
１０
月
２

日
（土
）に
開
催
し
ま
し
た
。 

 
 

日
差
し
の
温
か
さ
に
少
し
汗
ば
む
秋
晴
れ

の
中
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
ち
、
少

人
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
奥
庭
～
富
士

山
五
合
目
駐
車
場
ま
で
の
道
の
り
を
２
時
間

45
分
程
を
か
け
て
進
み
ま
し
た
。 

 

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
終
え
た
参
加
者
み
な
さ
ん

か
ら
、
「解
説
員
の
話
も
楽
し
め
た
。
」、
「初
め

て
富
士
山
を
歩
き
、
富
士
山
が
好
き
に
な
っ

た
。
」な
ど
嬉
し
い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ス
バ
ル
ラ
イ
ン
五
合
目
で
の
昼
食
後
は
、
富
士

山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
歩
道
・側
道
で

の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
参
加

者
の
方
か
ら
、
「も
っ
と
ゴ
ミ
の
あ
る
所
で
の
清

掃
を
し
た
い
。
」と
の
お
声
も
い
た
だ
く
ほ
ど
、

回
収
量
は
前
回
よ
り
も
少
な
い
結
果
で
し
た
。 

 

可
燃
ゴ
ミ 

５
．
１
㎏
、 

不
燃
ゴ
ミ 

７
．
４
㎏ 

 

 

今
年
度
は
清
掃
場
所
を
同
じ
に
す
る
こ
と

で
、
ゴ
ミ
の
回
収
量
の
変
化
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
富
士
山
の
み
な
ら
ず
、
自
然
は

一
度
壊
れ
て
し
ま
う
と
、
簡
単
に
は
再
生
で

き
ま
せ
ん
。 

 

子
供
た
ち
の
、
さ
ら
に
そ
の
先
の
未
来
の
た

め
に
、
美
し
い
富
士
山
と
自
然
を
守
る
た
め
の

活
動
を
継
続
し
ま
す
。 

 

令
和
４
年
度
富
士
山
麓
古
タ
イ
ヤ
等
不
法

投
棄
防
止
集
中
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
【道
の
駅 

富

士
吉
田
】に
て
、
令
和
４
年
11
月
12
日
（土
）

に
実
施
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
山
梨
県
自
動
車
整
備
振
興
会
お

よ
び
富
士
山
麓
環
境
美
化
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
成
団
体
か
ら
の
50
名
の
協
力
の
も
と
、

不
法
投
棄
の
防
止
を
呼
び
か
け
な
が
ら
、
啓

発
物
品
お
よ
そ
５
０
０
個
を
配
布
し
ま
し
た
。

ま
た
、
周
辺
の
清
掃
活
動
も
行
い
、
可
燃
ゴ
ミ

５
．
６
kg
、
不
燃
ゴ
ミ
２４
．
２
kg
を
回
収
し

ま
し
た
。 

    

地
元
の
方
々
は
も
と
よ
り
、
遠
方
か
ら
訪
れ

る
観
光
客
の
方
々
に
も
幅
広
く
不
法
投
棄
の

防
止
を
呼
び
か
け
る
こ
と
で
、
多
く
の
人
が
環

境
保
全
に
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

 

「富
士
山
の
日
」で
あ
る
令
和
５
年
２
月
２３

日
（木
・祝
）に
、
「富
士
山
の
『日
』祭
り
」
実
行

委
員
会
様
か
ら
、
富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
へ
の
寄
付
受
納
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

   

 

ま
た
、
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
東
海
株
式
会
社
様
か

ら
も
、
毎
年
継
続
し
て
富
士
山
環
境
保
全
活

動
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

今
年
１０
周
年
を
迎
え
る
世
界
遺
産
富
士
山

の
美
し
い
姿
を
、
未
来
に
引
き
継
い
で
行
け
る

よ
う
、
今
後
も
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図

り
、
富
士
山
や
周
辺
地
域
の
環
境
保
全
活
動

を
積
極
的
に
行
っ
て
参
り
ま
す
。 

  

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
清

掃
活
動
用
の
ゴ
ミ
袋
や
軍
手
を
無
料
で
配
布

し
て
お
り
ま
す
。
ご
興
味
が
あ
る
方
、
富
士
山

や
山
麓
地
域
で
清
掃
活
動
を
検
討
さ
れ
て
い

る
方
は
、
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

（http
s:/

/
w

w
w

.y
a
m

a
n
a
sh

i-
k
an

k
o
u
.jp

/

v
o
lu

n
teer/

） 

富
士
山
憲
章
ニ
ュ
ー
ス 

富
士
山
麓
古
タ
イ
ヤ
等 

 
 
 

不
法
投
棄
防
止
集
中
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

カルチャくんも登場 

富

士

山

環

境

保

全

募

金 

 
 

 

寄

付

受

納

式 

令
和
４
年
度 

 
 
 
 

第
２
回
富
士
山
エ
コ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ 

当日の様子 

富士山の「日」祭り実行委員会様（左）から

目録贈呈いただいた様子 
３ 



 
  

お
蔭
様
で
今
年
度
の
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
写

真
展
も
順
調
に
開
催
が
進
ん
で
お
り
、
ま
た
ご

好
評
の
お
声
も
頂
戴
し
て
い
ま
す
。
会
場
を
ご

提
供
戴
い
た
各
施
設
関
係
者
の
方
々
、
足
を
お

運
び
下
さ
っ
た
た
く
さ
ん
の
皆
様
方
に
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
回
は
あ
ら
た
め
て
、
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
写

真
展
の
特
徴
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
と
い
う
点
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
大
の

セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は
・
・
・
「
毎
年
内
容
が
ち
が

う
」
（
当
然
？
）
と
い
う
点
で
す
。
前
年
度
に
撮

影
し
た
厳
選
写
真
を
展
示
す
る
と
い
う
方
式

を
採
っ
て
い
る
の
で
、
同
じ
写
真
は
使
用
し
ま
せ

ん
。
テ
ー
マ
も
、
写
真
家
が
〈
最
高
の
瞬
間
を

待
っ
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
一
枚
〉
と
い
っ
た
も

の
と
は
異
な
り
、
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
足
繫

く
通
っ
て
い
る
巡
回
ル
ー
ト
上
に
お
け
る
〈
折
々

の
出
会
い
〉
が
主
な
被
写
体
で
す
。
即
興
的
作

品
と
も
似
て
非
な
る
、
日
々
見
つ
め
て
い
る
景

色
の
中
の
新
た
な
発
見
が
ウ
リ
、
と
申
せ
ば
良

い
で
し
ょ
う
か
。
・
・
・
「
お
っ
、
今
日
の
富
士
山
は

ひ
と
際
存
在
感
が
あ
る
な
」
、
「
こ
の
季
節
、
足

元
に
は
こ
ん
な
花
が
咲
い
て
い
た
の
か
」
等
々
、

富
士
北
麓
の
自
然
か
ら
分
け
て
も
ら
っ
た
感
動

を
、
写
真
を
通
じ
て
皆
様
に
お
伝
え
出
来
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
ま
さ
に
今
も
作
品
を
選
り
す

ぐ
っ
て
い
る
最
中
の
「
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
写
真

展
」
、
来
年
度
も
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！ 

 

感
染
症
対
策
を
講
じ
つ
つ
社
会
活
動
全
般

が
回
復
の
兆
し
を
み
せ
る
な
か
で
、
環
境
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
昨
秋
は
合
計
３
回
の
開
催
が
あ

り
ま
し
た
。
聴
講
下
さ
っ
た
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
は
お
感
じ

に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー

の
学
習
会
は
「
授
業
」
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
も

の
の
、
所
謂
「
知
識
情
報
の
伝
達
」
だ
け
を
目
的

と
し
て
い
ま
せ
ん
。
内
容
も
対
象
年
齢
や
ご
要

望
に
あ
わ
せ
臨
機
応
変
で
す
。
富
士
山
に
親

し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
通
し
て
、
私
た

ち
人
間
も
そ
の
一
員
で
あ
る
「
自
然
」
「
環
境
」

と
、
そ
の
保
全
に
つ
い
て
の
問
題
意
識
の
共
有

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
現
在
富
士
山
世

界
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
は
「
自
然
観
察
園
」
を
再

整
備
、
来
年
度
か
ら
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
観
察
園
の
活
用

と
併
せ
て
、
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
一
層
の

充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
た
く

さ
ん
の
お
申
込
み
、
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

 
 

  

当
協
議
会
は
、
エ
コ
ツ
ア
ー
事
業
者
・
有
識

者
・
関
係
行
政
機
関
等
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、

青
木
ヶ
原
樹
海
等
の
自
然
環
境
を
守
る
環
境

配
慮
型
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
実
施
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
出
席
人
数
の
関
係
も
あ

り
、
「
富
士
山
科
学
研
究
所
」
の
ホ
ー
ル
を
お

借
り
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
富
士
山
レ

ン
ジ
ャ
ー
は
、
青
木
ヶ
原
樹
海
内
パ
ト
ロ
ー
ル

に
お
け
る
、
年
ご
と
の
事
案
件
数
及
び
内
訳

等
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
巡
回
や
指
導
啓

発
等
、
地
道
な
活
動
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

で
、
利
用
者
意
識
を
向
上
さ
せ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
富
士
山
の
自
然
の
「
適
正
な
利
用
」

と
い
う
共
通
の
目
標
の
た
め
、
引
き
続
き
関
係

者
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で

す
。 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

 
 

 

冬
季
閉
山
中
の
富
士
山
吉
田
口
登
山
道
入

口
で
、
毎
年
、
山
梨
県
警
及
び
山
梨
県
世
界

遺
産
富
士
山
課
と
合
同
で
、
冬
山
遭
難
防
止

の
た
め
の
指
導
・
啓
発
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

２
０
２
２
年
10
月
～
２
０
２
３
年
２
月 

 
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
活
動
報
告 

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー 

 

環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム 

富士山レンジャー写真展＠甲府市立図書館 

出張講座（１０月１日）＠帝京科学大学 

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
写
真
展 

富
士
山
青
木
ヶ
原
樹
海
等 

エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
推
進
協
議
会 

登山指導の様子＠吉田口登山道「馬返し」 

冬
山
登
山
安
全
啓
発 

報告をおこなうレンジャー（１２月１５日）＠富士山科学研究所 
４ 



山
に
は
、
色
々
な
楽
し
み
が
あ
り
ま

す
。
山
頂
で
の
素
晴
ら
し
い
景
色
。
下
山

後
の
温
泉
。
中
で
も
、
山
で
の
食
事
「山
メ

シ
」は
、
楽
し
み
で
も
あ
り
、
欠
か
せ
な
い

も
の
で
も
あ
り
ま
す
。 

食
べ
や
す
い
も
の
、
自
分
が
好
き
な
も

の
を
食
べ
る
こ
と
も
勿
論
よ
い
の
で
す
が
、

今
回
は
、
登
山
中
の
「
バ
テ
な
い
山
メ
シ
」の

お
話
し
を
少
し
。 

登
山
は
、
全
身
を
長
時
間
使
う
運
動

で
あ
り
、
沢
山
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
身
体
に
蓄
え
ら
れ
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
で
は
不
足
で
、
食
べ
物

か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
わ
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
不
足
す
る
と
、

身
体
が
ふ
ら
つ
く
、
力
が
出
な
い
、
集
中

力
が
な
く
な
る
な
ど
、
「シ
ャ
リ
バ
テ
」
（登

山
用
語
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
な
く
な
り
歩

け
な
く
な
る
こ
と
）の
状
態
に
な
り
ま
す
。

事
前
に
そ
の
日
の
山
行
の
行
程
か
ら
登
山

に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
算
出
し
、
携

帯
す
る
山
メ
シ
を
決
め
ま
し
ょ
う
。 

<

算
出
式>

 
 

 
 
 

基
礎
代
謝
量
＋

登
山
で
消
費
す
る 

エ
ネ
ル
ギ
ー
量 

 
 
 

①
基
礎
代
謝
量 

 

・表
１
よ
り
選
択 

  

②
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
量 

 

・７
メ
ッ
ツ
（登
山
の
運
動
強
度
指
数
）

×

体
重
（
Kg)×

時
間
（
h
） 

【例
】
50
歳
、
体
重
50

Kg

の
女
性
が
６

時
間
登
山
し
た
場
合
の
１
日
の
摂
取
エ
ネ

ル
ギ
ー
量
の
目
安 

①
基
礎
代
謝
量 

１
，
１
１
０kca

l 

②
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
量 

 

７
メ
ッ
ツ×

50
Kg×

６
h
＝ 

 

２
，
１
０
０kca

l 

 

①
＋
②
＝
３
，
２
１
０kca

l 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（数
字
はk

ca
l

） 

１
．
お
に
ぎ
り 

 

栄
養
価
が
高
い
キ
ン
グ
オ
ブ
山
メ
シ
。
具

材
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
栄
養
価
は
異
な

る
が
、
種
類
が
豊
富
の
た
め
飽
き
が
こ

ず
、
腹
持
ち
も
良
い
の
が
魅
力
で
す
。
海

苔
の
上
に
ご
は
ん
と
好
み
の
お
か
ず
を
の

せ
、
畳
ん
で
包
ん
で
作
る
、
握
ら
な
い
「お

に
ぎ
ら
ず
」も
手
軽
で
栄
養
満
点
で
す
。 

 

・ツ
ナ
マ
ヨ
お
に
ぎ
り
、
赤
飯
お
に
ぎ
り

（２
１
０
）、
鳥
五
目
お
に
ぎ
り
（
１
９
０
）、

こ
ん
ぶ
お
に
ぎ
り
（１
７
５
） 

２
．
パ
ン 

 

バ
タ
ー
や
牛
乳
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

軽
量
な
の
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
高
い
優
れ
も

の
。
調
理
不
要
で
そ
の
ま
ま
食
べ
る
こ
と

が
で
き
る
時
短
山
メ
シ
。
小
分
け
に
し
て

お
や
つ
で
も
良
い
。 

 

・シ
ナ
モ
ン
ロ
ー
ル
（４
１
０
）、
チ
ョ
コ
パ
ン

（４
０
０
）、
蒸
し
パ
ン
（３
８
０
）、
ア
ン

ド
ー
ナ
ツ
（３
７
０
）、
あ
ん
ぱ
ん
（３
１
０
） 

 

３
．
カ
ッ
プ
麺
（麺
量
６０
ｇ
） 

 

炭
水
化
物
、
水
分
、
塩
分
を
一
気
に 

摂
取
で
き
る
万
能
山
メ
シ
。
保
温
性
の
高

い
水
筒
が
あ
れ
ば
山
メ
シ
時
間
ま
で
持

ち
、
コ
ン
ロ
等
調
理
器
具
不
要
。
食
欲
が

あ
ま
り
な
く
て
も
喉
ご
し
が
良
く
、
食
べ

や
す
い
。
汁
を
飲
み
切
っ
た
あ
と
の
カ
ッ
プ

は
、
コ
ッ
プ
代
わ
り
に
有
効
活
用
も
。
ス

テ
ィ
ッ
ク
タ
イ
プ
の
コ
コ
ア
や
ミ
ル
ク

テ
ィ
ー
を
お
湯
で
溶
か
し
て
飲
め
ば
、
疲

労
回
復
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
大
。 

 

・カ
レ
ー
ヌ
ー
ド
ル
（４
２
０
）、 

 

醤
油
ヌ
ー
ド
ル
（３
５
０
）、 

 

シ
ー
フ
ー
ド
ヌ
ー
ド
ル
（３
２
０
） 

 

４
．
お
や
つ
（１
０
０
グ
ラ
ム
あ
た
り
） 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
果
的
な
補
給
に
は
、

山
メ
シ
と
お
や
つ
の
掛
け
合
わ
せ
が
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
主
食
の
山
メ
シ
で
「
糖
質
」を
、

お
や
つ
で
「脂
質
」を
摂
取
す
る
。
そ
し
て

な
に
よ
り
、
甘
い
も
の
は
、
即
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
変
わ
り
、
元
気
が
出
ま
す
。 

 

・ナ
ッ
ツ
チ
ョ
コ
（６
５
０
）、
シ
リ
ア
ル
（４

７
０
）、
せ
ん
べ
い
、
か
り
ん
と
う
（
４
５

０
）、
チ
ー
ズ
（
３
５
０
）、
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ

（３
０
０
） 

 

朝
食
は
、
し
っ
か
り
摂
り
、
登
山
開
始
前

と
２
時
間
後
に
お
や
つ
、
昼
に
山
メ
シ
、
２

時
間
後
に
お
や
つ
、
下
山
後
２
時
間
以
内

に
夕
食
を
摂
り
ま
し
ょ
う
。
山
メ
シ
は

ガ
ッ
ツ
リ
、
お
や
つ
は
チ
ョ
コ
チ
ョ
コ
で
。 

 
 

 

季
節
に
よ
っ
て
山
メ
シ
を

変
え
る
な
ど
、
工
夫
し
な
が

ら
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

登
山
に
必
要
な 

 
 
 
 
 
 
 

摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
知
る 

バ
テ
な
い
食
べ
方 

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
山
メ
シ 

寒いと固くなり食べにくい。夏◎ 

調理・菓子パンとも、軽量で高エネルギー 

胃を温め疲労回復にも効果あり。冬◎ 

５ 



富士山世界遺産センターだより21号 
■
山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南
館
展
示
紹
介 

 

南
館
二
階
に
あ
る
「富
士
山
の
あ
ゆ
み
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

～
信
仰
心
の
め
ば
え
～ 

  

古
来
、
繰
り
返
さ
れ
た
噴
火
。
溶
岩
は
麓
の
森
を
焼
き
払

い
、
湖
を
埋
め
、
村
落
に
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
人
び
と

は
天
災
を
神
の
怒
り
と
考
え
、
噴
火
が
鎮
ま
る
こ
と
を
祈
り

ま
し
た
。  

 

    
 

 
 

 
 

 

●
 

「富
士
山
の
日
～
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
～ 

」 

  

２
月
２３
日
は
「
富
士
山
の
日
」で
す
。
今
年
は
２
月
１８
日

か
ら
２３
日
ま
で
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
は
、
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所
と
連

携
し
て
実
施
し
、
今
年
も
た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち
が
来
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
、
こ
れ
か
ら
も
続

け
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  
 

 
 

●
 

「浅
間
神
社
八
社
の
御
朱
印
展
」 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

～
世
界
遺
産
富
士
山
の 

 

 
 
 
 
 

 
 

構
成
資
産
～  

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

神
社
を
参
拝
し
た
証
し

と
し
て
戴
く
御
朱
印
。
そ

の
語
源
は
、
奈
良･

平
安
の

昔
。
神
社
仏
閣
に
書
写
し

た
経
典
を
奉
納
し
た
際
の

納
経
受
取
の
書
付
で
は
な

い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
納
経
は
徐
々
に
一
般

に
も
広
が
り
、
や
が
て
納

経
を
せ
ず
参
拝
の
み
を
し

た
場
合
に
も
証
明
を
書
い

て
も
ら
う
よ
う
に
変
化
し

て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
昭

和
１０
年
頃
か
ら
御
朱
印

と
い
う
呼
称
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

貞観噴火で流れ

た溶岩によって精

進湖と西湖が誕

生し、年月をかけ

て森が再生しまし

た。 

右の写真は、河口浅間神社の正面の方角から撮った写真で

す。河口浅間神社は、富士山の頂上ではなく、西峰（長尾山）

に向かって建てられていることがわかります。このことから、河

口浅間神社は、貞観の噴火を鎮めるために建てられたので

はないかと考えられています。  

子供たちがゲットし
たオリジナルグッズで
す。 

新年恒例の御朱印展。
1月1日から1月31日まで
展示しました。この展示を
見て実際にその神社を訪
れた人もいるようです。 

北口本宮冨士浅間神社 

噴 火 を 畏 れ た人 び と
は、側火口が見える 場所
に浅間神を祀りました 

６ 



富士山世界遺産センターだより21号 
 

昨
二
〇
二
三
年
は
吉
田
町
【よ
し
だ
の
ま
ち

】

（富
士
吉
田
市
上
吉
田
）の
原
形
が
で
き
あ

が
っ
て
ち
ょ
う
ど
四
五
〇
年
目
に
あ
た
り
ま

す
。
そ
ん
な
節
目
の
年
に
あ
た
っ
て
、
吉
田

町
に
つ
い
て
考
え
る
企
画
展
を
開
催
し
ま

し
た
。 

 

吉
田
町
の
北
方
に
立
つ
の
が
金
鳥
居
【か
な

ど
り
い
】で
す
。
こ
こ
か
ら
お
よ
そ
一
・五
キ
ロ

の
街
路
が
富
士
山
目
ざ
し
て
延
び
て
い
ま

す
。
吉
田
町
は
富
士
山
に
近
い
方
（南
側
）

か
ら
、
上
町
（上
宿
）・中
町
（中
宿
）
・下
町

（下
宿
）
と
３
つ
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
元
亀

三
年
（一
五
七
二
）、
こ
の
う
ち
の
上
町
と

中
町
が
、
北
東
方
に
あ
っ
た
旧
地
（「古
吉

田
」の
称
が
あ
り
ま
す
）か
ら
移
転
す
る
形

で
現
在
地
に
営
ま
れ
た
の
で
す
。 

 

町
の
移
転
の
要
因
を
め
ぐ
っ
て
は
、
富
士

山
か
ら
流
れ
出
る
雪
代
【ゆ
き
し
ろ

】（融
雪

洪
水
）か
ら
退
避
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
説

か
れ
ま
す
。
十
七
世
紀
の
古
文
書
も
、
こ
の

よ
う
に
説
明
し
て
い
ま
す
。
た
し
か
に
、
侭

堀
【ま
ま
ぼ
り
】（東
）と
神
田
堀
【か
ん
だ
ん
ぼ
り
】

（西
）に
挟
ま
れ
た
微
高
地
の
現
在
地
は
、

侭
堀
が
町
の
西
端
に
か
か
る
旧
地
よ
り
、

は
る
か
に
安
全
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
も
っ
と

も
、
町
を
襲
っ
た
の
は
、
雪
代
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
十
六
世
紀
前
半
は
、
戦
国
時

代
ま
っ
た
だ
中
で
す
。
伊
豆
か
ら
相
模
に
地

盤
を
築
い
た
北
条
氏
は
、
絶
え
ず
甲
斐
と

駿
河
、
甲
斐
と

相

模
の
国

境

地
帯
を
う
か

が
っ
て
い
ま
し

た
。
天
文
四
年

（一

五

三

五
）

に
は
、
侵
攻
し

た
北
条
氏
綱

【う
じ
つ
な

】の
軍

勢
に
よ
り
、
上

吉
田
・下
吉
田

の
両
集
落
が
相

次
い
で
焼
か
れ
て
い
ま

す
（「勝

山

記
」
）。
町

を
防
御
す
る
と
い
う

観
点
か
ら
も
、
東
西

を
雪
代
堀
に
挟
ま
れ

た
現
在
地
は
優
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。 

 

新
し
い
吉
田
町
の
地

割
は
、
旧
地
の
地
割

に
し
た
が
っ
て
な
さ
れ

た
と
い
い
ま
す
。 

現
在
地
へ
の
移
転
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た

帳
面
（「新
宿
帳
」）
に
は
、
旧
地
の
系
譜
を

引
く
屋
敷
地
に
加
え
、
新
規
に
割
り
振
ら

れ
た
区
画
に
か
か
わ
る
記
載
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
末
尾
に
「西
念
寺
門
前
屋
敷
」「同

（西
念
寺
）大
門
」と
あ
り
ま
す
。
新
吉
田

町
は
、
西
念
寺
を
南
東
の
角
地
に
配
し
、
こ

れ
を
基
点
に
設
計
さ
れ
た
よ
う
で
す
。 

  

西
念
寺
は
、
旧
吉
田
町
時
代
に
は
、
旧
町

の
南
東
、
城
山
の
西
麓
に
あ
っ
た
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ

火
災
に
遭
い
、
都
留
郡
南
部
を
支
配
し
て
い

た
小
山
田
氏
の
後
援
を
得
て
、
再
建
の
途

上
に
あ
り
ま
し
た
。
西
念
寺
の
現
在
地
で
の

再
建
、
こ
の
命
題
も
新
吉
田
町
建
設
の
要

因
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

  

吉
田
町
（元
亀
新
宿
）、
旧
吉
田
町
（古
吉

田
）お
よ
び
そ
の
周
辺
の
交
通
路
を
整
理
し

て
み
ま
し
た
。
旧
吉
田
町
は
、
甲
府
盆
地
と

駿
河
を
結
ん
だ
鎌
倉
道
に
沿
っ
て
計
画
的

に
造
ら
れ
た
町
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

「勝
山
記
」と
呼
ば
れ
る
古
記
録
に
は
、
十

五
世
紀
の
後
半
に
は
、
富
士
登
拝
が
盛
ん

に
な
っ
て
い
た
様
子
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
ろ
ま
で
に
は
、
旧
吉
田
町
が
生
ま
れ

て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
す
が
、
そ
の

成
立
が
ど
こ
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
う
る
と
は
、

今
後
の
研
究
課
題
で
す
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企
画
展
の
開
催 

 

吉
田
の
成
立 

 

 
 
 
 

～
富
士
山
北
面
の
登
拝
拠
点
～  

     木造閻魔王坐像 （所蔵：西念寺） 

慶長年間（1596～1645）になると、中町の北側に下町

（下宿）が延伸されました。その北端に営まれた閻魔

堂の本尊です。町への悪疫などの流入防止のみなら

ず、富士山という信仰世界への入口であることを人び

とに強く印象づけるために、祀られたと考えられま

す。幕末、閻魔堂が焼失すると、このお堂を所管して
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富士山憲章（行動規範） 

一 富士山の自然を学び、親しみ、豊かな恵みに感謝しよう。 

一 富士山の美しい自然を大切に守り、豊かな文化を育もう。 

一 富士山の自然環境への負荷を減らし、人との共生を図ろう。 

一 富士山の環境保全のために、一人ひとりが積極的に行動しよう。 

一 富士山の自然、景観、歴史・文化を後世に末長く継承しよう。 

               平成10年11月18日 山梨県・静岡県 

富士山憲章は、富士山の自然環境等の保全の理念や環境保全のための

行動規範を示すことにより、富士山の環境保全への協力を訴え、国民

的な規模で保全運動の展開を図っていくことを目的としています。 

■編集・発行 富士山ボランティアセンター 

            （富士山憲章山梨県推進会議） 

山梨県南都留郡富士河口湖町船津6663-1 

（富士山世界遺産センター北館内） 
TEL: 0555-20-9229  FAX: 0555-72-4114 

E-MAIL: fujisan@eps4.comlink.ne.jp 

本誌のバックナンバーは下記よりダウンロードできます。 

https://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/
newsletter/index.html 

富士山環境保全関連イベントのメールマガジンを希望す
る方は、「富士の国やまなし観光ネット 富士の国やまなし
メールマガジン」の会員登録画面より登録してください。 

https://www.yamanashi-kankou.jp/mailmagazine/
index.html  

富士山環境学習支援プログラムのお知らせ 

 富士山ボランティアセンターでは、多くの人が富士山とふれあい、知識を深め、富士山を愛する心や

環境保全の意識を育むことを目的とした、富士山レンジャーによる富士山学習の支援事業を実施してお

ります。交通費や謝礼は一切必要ありません。各種研修にぜひご活用ください。 

 

実施日・時間   原則として平日の毎日（年始年末を除く）９時30分～16時30分の時間帯30分～90分 

対象       地域住民、各種団体、企業等、児童、生徒、学生（教員向け研修もあります） 

定員       最大25名まで（プログラムの内容により異なります。） 

申込み      原則として希望日の１か月前までにお申込みください。 

※詳細は下記よりご確認ください。 

            https://www.yamanashi-kankou.jp/fujisan/manabo/manabo001/index.html 

第20回 富士さんへ謹賀新年～富士山あて年賀状～入賞・入選作品展 

 以下の日程で、入賞・入選作品200点の作品展を行います。富士山への様々な思いにあふれた 

年賀状をぜひ会場でお楽しみください。 

 

２月１５日（水）～ ２月２７日（月）  山梨県立富士山世界遺産センター南館（富士河口湖町） 

３月 ２日（木）～ ３月２１日（火・祝）三ツ峠グリーンセンター（西桂町） 

３月２４日（金）～ ４月１２日（水）  紅富士の湯（山中湖村） 

４月１４日（金）～ ５月１４日（日）  河口湖ショッピングセンターBELL（富士河口湖町） 

５月１６日（火）～ ５月３０日（火）  道の駅なるさわ（鳴沢村） 

６月 １日（木）～ ６月１４日（水）  富士宮市民文化会館（静岡県富士宮市） 

６月１６日（金）～ ６月２６日（月）  山梨県立富士山世界遺産センター南館（富士河口湖町） 

７月 １日（土）～ ７月３０日（日）  身延町みすきふれあい館（身延町） 

８月 １日（火）～ ８月３１日（木）  山梨中央銀行本店（甲府市） 

９月 １日（金）～ ９月１８日（月・祝）ふじさんミュージアム（富士吉田市） 

９月２１日（木）～１０月 ９日（月・祝）四季の杜おしの公園小池邦夫絵手紙美術館（忍野村） 

 １０月１２日（木）～１０月３０日（月）  富士河口湖町役場（富士河口湖町） 

 １１月 １日（水）～１１月２６日（日）  韮崎市立大村記念図書館（韮崎市） 

１２月 ２日（土）～１２月１８日（月）  静岡県富士山世界遺産センター（静岡県富士宮市） 

 １２月２０日（水）～令和６年１月９日（火）山梨県立富士山世界遺産センター北館（富士河口湖町）  

※各会場の休業・休館日や開館・営業時間に関しては、各会場にお問い合わせください。 

       https://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/topics/no20_kinga_top.html 


